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地域寺院と資料学
⑨
 

地域アイデンティティーの確立ヘ
不リスト・渡辺匡一

・要旨福島県い
わ
き
市
所
在
の
浄
土
宗
名
越
派
の
本
山、

知
来
寺
に
は、

南
北

朝
時
代
以
来
の
千
五
百
余
点
の
典
籍
が
所
蔵
さ
れ
る。
『
三
語
集』

は、

戦
国

時
代
末
期、

当
寺
の
住
侶
の
編
纂
し
た
説
草
集
で、

所
載
話
か
ら
は、

岩
城

に
お
け
る
浄
土
僧
の
知
識
の
水
準
が
う
か
が
え
る。

ま
た、

長
野
県
諏
訪
地
方
に
お
け
る
真
言
宗
の
濯
頂
道
場、

仏
法
紹
隆
寺

に
は、

室
町
時
代
後
期
か
ら
の
二
千
余
点
の
典
籍
が
所
蔵
さ
れ
る。

醍
醐
寺

や
高
野
山
な
ど
か
ら
典
籍、
が
運
び
込
ま
れ
る
一

方
で、

核
を
な
す
永
正
年
間

写
の
典
籍
群
は、

実
は
下
野
国
で
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
り、

岩
城
の
寺
院
と

の
交
流
も
見
い
出
せ
る。

当
時
の
知
識
の
伝
播
は、

中
央
か
ら
地
方
へ
と
い

う
一

方
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る。

私
た
ち
は、

地
域
寺
院
の
資
料
調
査
を
通
じ
て
様
々
な
知
見
を
得
る
こ
と

が
で
き
る。

し
か
し、

同
時
に
果
た
す
べ
き
役
割
も
あ
る
だ
ろ
う。

そ
れ

は、

蔵
書
整
理
に
と
ど
ま
ら
ず、

地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
確
立
へ
の

提
案
な
ど、

文
庫
自
体
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
で
あ
る。

寺
院
の
資
料
調
査
の
可

能
性
に
つ
い
て
提
案
し
て
み
た
い。

（
参
考
文
献）
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渡
辺
・
信
州
大
学
の
渡
辺
で
ご
ざ
い
ま
す。
「
地
域
寺
院

と
資
料
学」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す。

今
か
ら
八
年
前、
一
九
九
七
年
の
こ
と
に
な
り
ま
す

が、
説
話
文
学
会
が
福
島
県
の
い
わ
き
明
星
大
学
で
行
わ

れ
ま
し
た。
い
わ
き
（
岩
城、
磐
城）
と
は、
福
島
県
の

海
沿
い
の一
番
南、
勿
来
の
関
を
越
え
た
所
で
す。
そ
の

時
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
l
マ
は
「
説
話
文
学
と
東
国」

と
い
う
も
の
で
し
た。
学
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
の
が
「い

わ
き」
と
い
う、
東
北
地
方
の
入
り
口
と
も
い
うべ
き
場

所
で
あっ
た
こ
と
も
あ
り、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
討
議
の

基
調
に
は、
東
国、
あ
る
い
は
東
北
地
方、
今
は
あ
え
て

「
地
方」
と
い
う
言
葉
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が、
東

北
地
方
H
「
周
縁」
も
し
く
は
「
辺
境」
と
い
う
認
識
が

あっ
た
よ
う
に
思
い
ま
す。

「
地
方
史
研
究」
と
い
う
諸
地
域
の
資
料
調
査・
研
究
の

成
果
を
基
盤
に
持つ
日
本
史
学
と
は
異
な
り、
日
本
文
学

の
研
究
は、
た
と
え
ば
最
近
の
文
学
史
な
ど
を
見
て
も、
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ま
だ
ま
だ
「
京
都」
と
い
う、
中
央
の
文
学、
あ
る
い
は
文
化
活
動
を

中
心
に
据
え
て
お
り、
地
方
の
価
値
は、
中
央
と
の
距
離
感、
す
な
わ

ち
「
都
に
は
劣
る
け
ど、
な
か
な
か
の
も
の
だ
よ」
と
いっ
た
意
味
で

し
か
見
出
し
に
く
い
と
いっ
た
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す。
都

を
中
心
と
す
る
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
中か
ら
い
か
に
脱
却
す
る
か
が、
日

本
文
学、
中
世
文
学
に
お
け
る
「
地
域
研
究」
の
大
き
な
課
題
で
あ
る

と、
個
人
的
に
は
考
え
て
お
り
ま
す。

さ
て
以
前
に
は
「
中
世
の
資
料
な
ん
て
地
方
に
は
ない」
と
いっ
た

声
が
よ
く
聞か
れ
ま
し
た。
今
で
も
おっ
し
ゃ
る
方、か
い
て
驚
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
が、
近
年
の
資
料
発
掘
の
成
果
を
見
て
い
ま
す
と、
決
し

て
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
と
い
うこ
と
が
わ
か
り
ま
す。
も
ち
ろ
ん、
平

安
時
代
や
鎌
倉
時
代
の
も
の
が
ボコ
ボコ
と
で
て
く
る、
と
い
う
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が、
様
々
な
発
見、か
な
さ
れ
て
お
り
ま
す。
多
く
は

仏
教
関
係
の
資
料
に
な
り
ま
す
の
で、
既
存
の
文
学
ジ
ャ
ン
ル
や
研
究

で
対
応
で
き
る
資
料
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん。
そ
こ
は
研
究
方
法も

含
め
て
工
夫
が
必
要
と
い
うこ
と
に
な
り
ま
す。
し
か
し、
こ
れ
は
こ

れ
で
楽
し
い
も
の
だ
と
も
思
い
ま
す。
手
垢
に
ま
み
れ
て
い
な
い
資
料

の
中か
ら、
自
ら
の
手
で
問
題
を
見つ
け
出
し
て
い
け
る
と
い
う
こ
と

で
も
あ
る
か
ら
で
す。
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2
・
知
識
の
享
受
・

蓄
積
1

ー奥州岩城における浄土宗寺院！

説
話の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
翌
年、
縁
あっ
て
い
わ
き

明
星
大
学
に
赴
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た。
私
は
も
と
も
と
『
神
道

集』
や
『
琉
球
神
道
記』
を
研
究
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り、
浄
土
宗
名

越
派
の
寺
院
に
は
特
別
な
思
い
を
持っ
て
お
り
ま
し
た。
『
神
道
集』
の

最
古
本、
旧
赤
木
文
庫
本
は
浄
土
宗
名
越
派
の
円
通
寺
（
栃
木
県
益
子

町）
で
書
写
さ
れ
て
お
り
ま
す
し、
『
琉
球
神
道
記』
の
著
者
で
あ
る
袋

中
は、
岩
城
出
身
の
浄
土
宗
名
越
派
の
学
僧
だっ
た
か
ら
で
す。
赴
任

し
て
か
ら
し
ば
ら
く
し
て、
地
元
の
郷
土
史
家
の
方
た
ち
の
お
宅
に
お

邪
魔
す
る
よ
う
に
な
り、
ま
た
名
越
派
の
本
山で
あっ
た
知
来
寺
と
の

関
係
も
で
き
ま
し
て、
学
生
た
ち
と
蔵
書
の
調
査
に
入
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た。

如
来
寺
は
浄
土
宗
名
越
派
の
三
世
で
あ
る
良
山
の
建
立
に
よ
る
も
の

で、
寺
伝
に
よ
れ
ば、
元
亨二
年（一
三二
二）
の
創
建
と
さ
れ
ま
す。

名
越
派
の
本
山と
し
て、
ま
た
談
義
所
と
し
て、
専
称
寺、
成
徳
寺、

円
通
寺
と
と
も
に、
名
越
派
の
中
心
寺
院
と
し
て
勢
力
を
誇
り
ま
し

た。浄
土
宗
は、
宗
祖
法
然
か
ら
数
え
て
三
代
目、
良
忠
の
後
に
六
派
に



分
か
れ
ま
す。
六、派の
う
ち、
現
在
も
浄
土
宗
の
中
心
勢
力
で
あ
る
白

旗
派
に
対
峠
す
る
有
力
な一
派
と
し
て、
名
越
派
は
活
躍
し
ま
す。
派

祖
良
弁
が
鎌
倉
名
越
谷
に
派
を
起こ
し、
二
祖
良
慶
は
信
濃
国
善
光
寺

に
居
を
構
え、
三
祖
良
山
に
至っ
て、
奥
州
岩
城
の
地
に
如
来
寺
が
建

立
さ
れ
ま
し
た。
名
越
派
の
本
山
で
あっ
た
如
来
寺
に
は、
名
越
派
の

秘
伝
書
を
納
め
た
「
月
形
箱」
を
は
じ
め
と
し
て、
南
北
朝
期、
二二

五
0
年
代
か
ら
明
治
三
十
年
代
ま
で、
約
六
百
年
を
か
け
て
蓄
え
ら
れ

た
典
籍、
約
千
五
百
点
が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す［1］。

如
来
寺
の
聖
教
調
査
に
つ
い
て
で
す
が、
調
査
は、
一
九
九
九
年
四

月
よ
り
始
め
ま
し
た。
地
元
の
郷
土
史
家
で
あ
り、
い
わ
き
市
の
文
化

財
審
議
委
員
を
さ
れ
て
い
る
方
々
と、
門
屋
温
氏
（
い
わ
き
明
星
大

学）、
い
わ
き
明
星
大
学
の
学
生
た
ち
と
の
悉
皆
調
査
で
す［2］。
聖
教

は
二
度
の
水
害
に
遭っ
て
お
り、
長
く
放
置
さ
れ
た
状
態
で
し
た
の

で、
ま
ず、
半
年
間
の
虫
干
し
作
業
を
行
い、
そ
の
後、
書
誌
カ
！
ド

取
り
を
始
め
ま
し
た。
現
在
は、
書
誌
カ
！
ド
を
取
り
終
わ
り、
見
直

し
作
業
を
経
て、
パ
ソ
コ
ン
へ
の
打
ち
込
み
作
業
を
行っ
て
い
ま
す。

今
後
は、
デ
ー
タベ
ー
ス
の
構
築、
目
録
作
成、
資
料
集
の
編
集
と
い

う
順
に
進
ん
で
い
く
予
定
で
す。

さ
て、
奥
州
岩
城
の
地、
言
う
な
れ
ば
辺
境
の
地
に
あっ
て、
知
識

は
ど
の
よ
う
に
も
た
ら
さ
れ、
蓄
積
さ
れ
た
の
か、
そ
の一
例
と
し
て、

知
来
寺
の
聖
教
か
ら
発
見
し
た
『三
語
集』
に
つ
い
て
お
話し
た
い
と

資料学
toil－－学問注釈
兵庫
3ぐって

思い
ま
す。

浄
土
宗
名
越
派
の
説
草
集
と
も
い
うべ
き
『三
語
集』
は、
現
存
し

ま
す
の
は
上
巻
（
九
十
九
話）
の
み
で
す
が、
も
と
も
と
は
上・
下二

巻、
も
し
く
は
上・
中・
下三
巻
で
あっ
た
と
思
わ
れ
ま
す。
編
者
は

如
来
寺
十
三
世、
天
蓮
社
良
要、
成
立
は
慶
長
元
年
（一
五
九
六）
で

す。
良
要は、
『
琉
球
神
道
記』
の
著
者
袋
中の
叔
父
に
あ
た
り
ま
す。

『三
語
集』
の
序
に
は、
法
談の
助
け
の
た
め
に
編
ん
だ
と
記
さ
れ
て
い

ま
す。
現
存
の
九
十
九
話
は、
天
竺・
震
旦・
本
朝
の
順に、
三
話一

組
で
配
列
さ
れ、
各
話の
書
き
出
し
も、
「
林凡
に
云
く・：」
「
漢
に
云
く

：」
「
和
に
云
く：・」
の
定
型
句
を
用
い
る
な
ど、
共
通
話
も
含
め
て

『
三
国
伝
記』
に
酷
似
し
た
体
裁
を
持
ち
ま
す。

出
典
文
献
と
し
て
は
『三
国
伝
記』
八
話、
『
私
緊
百
因
縁
集』
八

話、
『
宝
物
集』
八
話、
『
元
亨
釈
書』
七
話、
『
古
事
談』
二
話、
『
徒

然
草』
一
話
な
ど
が
確
認
で
き
ま
す。
『
三
語
集』
と、
『三
国
伝
記』

や
『
私
緊
百
因
縁
集』
が
深
い
関
係
が
見
ら
れ
る
こ
と
は、
湯
谷
祐三

氏
の
論
考
か
ら
も
う
か、か
え
る
よ
う
に、
こ
れ
ら
の
説
草
類
が
浄
土
宗

内
で
行
き
交っ
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
ま
す［3］。

さ
ら
に
興
味
深
い
の
は、
『
古
事
談』、
『
徒
然
草』
と
いっ
た
書
物
の

享
受
が、
奥
州
岩
城
の
地
に
成
立
し
た
『三
語
集』
に
見
え
る
こ
と
で

す。
現
在、
信
州
大
学
の
学
生
た
ち
と
演
習
で
『三
語
集』
を
読
ん
で

お
り、
以
下
の
成
果
は、
学
生
た
ち
の
研
究
成
果
と
も
言
うべ
き
も
の
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で
す
が、
【
資
料1】
は
『三
語
集』
第四
十二
話
「
玄
賓
僧
都」
と、

そ
の
出
典
と
思
わ
れる『
古
事
談』
第三
の
「
玄
賓
為
渡
守
事」
で
す。

玄
賓
の
話は
様々
な
説
話集
等に
引か
れ
ま
す
が、
『三
語
集』
の
玄
賓

話
は、
もっ
と
も『
古
事
談』
所
収
話に
近い
文
章
を
持
ち
ま
す［4］。

【
資
料1】
『三
語
集』
第四
十二
話
「
玄
賓
僧
都」

セキ
倭
日、
玄
賓
僧
都ハ
南
都
第一
ノ
碩
徳、
天
下
無
双
之
智
者
也。
然

シテ
遁
世ノ
志
深シテ、
不レ
好一一
山
科
寺ノ
交
す。
只三
輪
河ノ
法一一

線二
結北
草
庵一7
隠
居ス。
然一一
桓
武
皇
帝
依レ
施
喚ニ、
時々
雌レ
従ニ

公
論一一、
猶
非
本
意一一
乎、
平
城
天
子ノ
御
時、
雌レ
被レ
補－
泊旧
都一一

関
辞ノ一
首、

三
輪
河ノ
清キ
流一一
ス
＼ギ
テ
シ

略］

衣ノ
色ヲ
猶ヲ
ヤ
ケ
ガ
サ
ン
［
中

『
古
事
談』
第一一一
「
玄
賓
為
渡
守
事」
（
国
史
大
系）

玄
賓
僧
都
者。
南
都
第一
碩
徳。
天
下
無
双
之
智
者
也。
然
遁
世

志
深シ
テ。
不
好
山
科
寺
之
交。
只
三
輪
河ノ
港
線
結
草
庵
隠
居

一広
。々
而
桓
武
天
皇
依
強
喚。
時
々
難
従
公
請。
猶
本
意
存
ケ
ル

ニ
ヤ。
平
城
御
時。
雄
被
補
大
僧
都
自
辞。
献一
首
和
歌。

三輪河ノキヨキナガレニス、ギテシ衣ノ袖ヲ又ヤケガサ

ン
［
中
略］

ま
た、
【
資
料
2〕
は
『
三
語
集』
二
十
九
話
に
見
ら
れ
る
『
徒
然

草』
の
引
用
部
分
と、
該
当
す
る『
徒
然
草』
百
四
十
段
で
す。
『三
語
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ど一言
ふ
者
ど
も
あり
て、
跡に
争
ひ
た
る、
い
と
様
悪
し。
後
は

誰
に
と
心
ざ
す
物
あら
ば、
生
け
ら
ん
う
ち
に
ぞ
譲
るべ
き。

朝
夕
な
く
て
叶
は
ざら
ん
物こ
そ
あ
ら
め、
そ
の
他
は
何も
持
た

で
ぞ
あ
ら
ま
ほ
し
き。

【
資
料3】
は
『三
語
集』
九
十
九
話「
忍
性」
で
す。
『
元
亨
釈
書』

の
忍
性
話を
適
宜
抜き
書き
し、
病
人へ
の
施
行
を
中
心
に
し
た
話
と

し
て
再
構
成さ
れ
てい
ま
す。

【
資
料3】
『三
話
集』
九
十
九
話
「
忍
性」

和白、
極
楽
寺ノ
忍
性ハ
和ノ
磯
城
嶋ノ
人
也。
好ニ
戒
学1
寛
元ノ

初ニ
集－フ
五
機ノ
搬
入
万
余す、
施コト
食サ、一
日
夜
為一一ス
母
氏1
奈

良
坂ノ
煽
者
手
足
綴一民シテ
難1一
子
行
巧一一。
以
故ヲ
数
日
不レ
食セ

之
有
実。
時一一
性
在二
西
大
寺可
憐レ
之
暁
至二
坂
宅1
負－げ
撫
ヲ

霞ニ
邸
市九
夕
負テ
帰
託問金口一一。
如レ
此
者ノ
数
記シ、
隔
日一ブ
而
往

ク。
雄二
風
雨
寒
暑叩、
不レ
映。
機ノ
亡一一
誓テ
目、
我
必ス
又
生レ

此、
為－プ
郁ノ
役叩、
酬レ
徳す。
而
面一一
留
三
ノ
癒す、
為
信ヘシト

耳。
徒ノ
中一一、
有一一
額二
癒一
子
者ノ
善、Y
供
給一一。
性
詣－ブ
四
天
王

寺一一、
問プ
豊
聡
太
子ノ
四
院内誠一。酬酬。
事、
志
慕ス
露。
永
仁
二

年、
奉レ
勅
管一一
天
王
之
主
務守、
捨コ
俸
除す、
悠口二
悲
敬ノ二
院一一。

此ノ
寺ノ
大門
之
外一一、
有一一
衛
門一脇町。
鐙
木
宏
材、
歳
久シテ
朽

類ス。
性
出、シテ
新
意7、
以
石一ブ
新にハ
之。
高サ
二
丈
五
尺、
堅
確

笠
滑ナリ。
閤
人
拭レ
臼ヲ。
嘉
元
元
年
六
月
病ス。
七
月
十二
日

資
額学
｜学開設釈
兵庫をめぐって

逝ス0・j
十
七。
伽
藍
八
十三、
塔
婆、
大
蔵、
諸
州
河
橋一
百
j

十
九ヶ
所云々
。
尺
書
明戒人
師
也。

戦
国
時
代か
ら
江
戸
時
代初
期に
か
け
て
の
浄
土
宗
名
越
派の
大
学

僧
で
あ
る
袋
中
は、
琉
球
か
ら
日
本へ
と
戻
り、
京
都三
条の
檀
王
法

林
寺
を
中
興
し
て
以
降、
多
く
の
著
作
を
残
し
ま
す。
そ
の
中
に
は

『
釈
書
少
略
頒』、
『
釈
書
抜
書』、
『
元
亨
釈
書
難
字
所
少
分
抄』
と
いっ

た
『
元
亨
釈
書』
の
抜
き
書
き
が
あ
り、
そ
の
他、
『
琉
球
神
道
記』
な

ど
に
も
『
元
亨
釈
書』
の
引
用
が
見
え
ま
す。
袋
中
の
執
筆
活
動
は、

京
都
に
移っ
て
か
ら
の
も
の
で
は
あり
ま
す
が、
『
徒
然
草』
や『
元
亨

釈
書』
を
出
典
話
と
し
て
持つ
『三
語
集』
の
存
在
を
考
え
ま
す
と、

袋
中の
執
筆
活
動
を
支
え
て
い
た
知
識
自
体
は、
京
都
で
は
な
く
奥
州

岩
城
で
の
修
行
時
代に
培わ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す。
岩
城
の
地
に

は、
お
そ
ら
く
は
浄
土
宗
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よっ
て
多
く
の
説

草、
知
識
が
運び
込
ま
れ
て
集
積
さ
れ
て
お
り、
袋
中
と
い
う
学
僧
に

よっ
て、
再び
京
都へ
と
還
流
し
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う［6］。

戦
国
時
代、
奥
州
岩
城
の
地
に
は、
浄
土
宗
内の
ネッ
ト
ワ
ー
ク
に

よ
り、
次々
と
知
識
が
集
積
さ
れ
ていっ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
す
が、

そ
れ
で
は、
他
宗
派
で
は
ど
う
だつ
た
の
で
し
ょ
う
か。
次
に
真
言
宗

寺
院の
動
き
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思い
ま
す。
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3
・
知
識
の
事
受
・

蓄
積
2

1奥州岩城における真言宗寺院｜

実
は、
い
わ
き
市と
い
う
所
は、
現
在
寺
院の
七
割
が
真
言
宗
寺
院

と
い
う
大
真
言
王
国
な
の
で
す。
数
あ
る
真
言
宗
寺
院の
中
で、
い
わ

き
市
西
小
川に
所
在
す
る
宝
衆
院の
聖
教
調
査
を、
知
来
寺
調
査
と
同

様
の
メ
ンバ
ー
で
行っ
て
き
ま
し
た。
宝
衆
院
は、
寺
伝に
よ
れ
ば、

建
久
三
年（一
一
九二）、
宥
尊の
開
山
と
さ
れ、
中
世
以
来、
岩
城
地

方
の
真
言
宗の
道
場
と
し
て、
数
多
の
学
僧
を
輩
出
し
続
け
ま
し
た。

現
在、
宝
衆
院に
は
千
点
を
超
え
る
典
籍、か
残
さ
れ
て
お
り、
そ
の
中

に
は、
印
融
著『二
十
四
帖
並
後
記』
（
元
亀二
年（一
五
七一）
宥
性

写）
や、
薬
王
寺八
世
純
織
著
『
糸
玉
抄』
（
室
町
時
代
末
期
写）、
醍

醐
寺
報
思
院
十
六
世
寛
済
筆『
秘
抄』（
寛
永三
年
写）
の
他、
御
流
神

道
の
口
伝
を
集
成
し
た『
御
流
神
道
口
説』（
近
世
後
期
写）
な
ど
の
貴

重
書
が
確
認
で
き
ま
す。
調
査の
方
は、
如
来
寺と
同
様に、
パ
ソコ

ンへ
の
打
ち
込
み
作
業
を
行っ
て
る
状
況で
す。

中
世に
お
け
る
岩
城
地
方の
真
言
宗
寺
院と
い
う
と、
薬
王
寺
が
有

名
で
し
て、
金
沢
文
庫
に
所
蔵さ
れ
る
『
宝
寿
紗』
な
ど
か
ら
も
薬
王

寺
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す。
大
同
年
間
（
八
O
六
（）
八
O

九）、
徳一
の
開
山と
さ
れ
る
薬
王
寺
は、
岩
城
に
お
け
る
真
言
宗
の
中

心
寺
院と
し
て、
戦
国
時
代か
ら
江
戸
時
代
を
通
じ、
岩
城の
領
主
の

庇
護
を
受
け
ま
し
た。
一
五
0
0
年
代
に
住
持
で
あっ
た
深
稔、
宥

堅、
純
聡
（
鏡
算）
は、
そ
れ
ぞ
れ
学
僧
と
し
て
有
名
で
す。
残
念
な

が
ら、
薬
王
寺
は
何
度
も
火
災
に
あっ
て
い
ま
し
て、
現
在
は、
わ
ず

か
な
印
信
を
残す
の
み
と
いっ
た
状
態
で
す。
し
た
がっ
て、
宝
衆
院

の
所
蔵
す
る
聖
教
は、
中
世
に
お
け
る
岩
城
地
方の
状
況
を
知
る
こ
と

の
で
き
る
貴
重
な
資
料
と
い
うこ
と
に
な
る
の
で
す。

中
世に
お
け
る
岩
城
地
方の
真
言
宗
寺
院に
は、
ど
の
よ
う
に
知
識

が
伝え
ら
れ
た
の
か、
と
い
う
問
題
を
考
え
る
際
に、
醍
醐
寺
無
量
寿

院の
院
主
で
あ
る
俊
聡、
亮
雅
（一
五一
一
1一
五
九二）
に
よ
る、

無
量
寿
院
流（
松
橋
流）
の
東
国
伝
播
を
見
逃
すこ
と
は
で
き
ま
せ
ん。

坂
本
正
仁
氏、
藤
井
雅
子
氏の
論
文
か
ら、
必
要
と
思
わ
れ
る
箇
所、だ

け
を
選
ん
で
【
資
料
4】
の，表
に
い
た
し
ま
し
た［7］。

俊
聡、
尭
雅
は、
付
法の
た
め
に、
た
び
た
び
東
国
を
訪
れ
ま
す。

例
え
ば、
薬
王
寺六
世
の
深
聡
は、
天
文
八
年
（一
五
三
九）
に
醍
醐

寺
で
俊
聡に
印
可
を
受け
ま
す
が、
天
文
十
九
年
に
は
尭
雅
を
薬
王
寺

ヘ
迎
え、
薬
王
寺
の
次
の
住
持
と
な
る
宥
堅、
宝
衆
院の
宥
鏡と
と
も

に、
総
勢
五
十三
人
も
の
僧
侶が
無
量
寿
院
流の
印
可
を
受け
ま
す。

こ
の
五
十三
人
と
い
う
数
は、
醍
醐
寺の
俊
聡、
尭
雅
が一
度
に
印
可

を
授
与し
た
数
と
し
て
は
突
出
し
て
お
り、
岩
城に
お
い
て、
い
か
に

真
言
宗
が
盛
ん
で
あっ
た
か
を
う
か
が
うこ
と
が
で
き
ま
す。
俊
聡
や
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【資料4】俊聡・莞雅による無量寿院涜（松橋、流〉の東国伝播
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俊総俊円↓ 受

I z 6 bl 6 l 者
※

仏
法
紹
隆
寺（
信
濃
国
諏
訪）、

能
延
寺（
下
野
間
氏
家）、

長
命
守（
信
協
国
佐
久）

尭
雅
を
た
び
た
び
迎
え
る
な
ど、
中
央
の
知
識
を
盛
ん
に
集
積
し
て

いっ
た
岩
城
の
地
は、
や
が
て
純
職
と
い
う、
大
学
僧
を
生
み
出
す
こ

と
に
な
る
の
で
す。

純
聡
（一
五
二一
1一
五
八二）
は、
岩
城
で
生
ま
れ
薬
王
寺
で
出

家、
根
来
寺、
高
野
山、
醍
醐
寺
な
ど
で
の
修
学
の
後、
薬王
寺
に
帰

資料学
l学問注釈
兵庫やめぐって

山
し、
薬
王
寺
第
八
世
と
な
り
ま
す。
代
表
的
な
著
作
と
し
て
は、
醍

醐
寺
報
思
院
流
と
松
橋
流
に
関
わ
る
四
度
加
行
の
注
釈
書
で
あ
る
『
糸

玉
紗』
が
あ
り
ま
す。

【
資
料
5】
を
ご
覧
く
だ
さ
い。
宝
衆
院
に
所
蔵
さ
れ
る『
糸
玉
紗』
の

奥
書
で
す。
こ
れ
に
よ
り
ま
す
と、
「
元
亀二
年
孟
春
の
頃、
八
茎
山
の

関
所
に
お
い
て
書
き
記
し
た」
と
あ
り
ま
す
の
で、
純
職、か『
糸
玉
紗』

を
著
し
た
の
は
元
亀二
年
（一
五
七一）
の一
月
と
い
うこ
と
に
な
り

ま
す。
八
茎
山
は、
薬
王
寺
の
隠
居
寺
で
あっ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す。【
資
料
5】
宝
衆
院
蔵
『
糸
玉
紗』
奥
書

子
時一冗
亀二
年
孟
春
之
比、
於
八
重
山
関
処
集
記
之。
／
予
去
弘

治
年
中、
醍
醐
山
登
之
目、
報
恩
続
前
長
者
源
／
雅
大
僧正
受
御

口
決。
其
後
江
州
下
着
之
湖、
於
神
照
寺一
／
付
彼
本
流
草
案
之

一。
然
而
今
又
当
寺
流
為
資
助、
付
／
此
流
書
改
之一。
雄
然
三

宝
院
通
用
之
条、
大
体
無
相
／
違
故
源
御
口
備
之。
但
於
報
松
異

曲
者
分
其
旨一
書
／
之。
又
以
二
非
愚
推
集
諸
抄
認
之。
当
寺

孤
可
為
／
後
資
之
至
要
者
欺
／一
右
私
非
入
室
印
可
受
法
之
輩

者、
不
可
授
与
之一。
若
背
／
此
旨、
自
由
披
見
シ
書
写
之
者、

両
部三
宝
八
大
祖
師
可
／
蒙
治
罰
者
也。
堅
可
守
此
錠一。
堅
可

守
此
捉。
／
鏡
算
記
之賄側一詳昨

『
図
書
総
目
録』
の
『
糸
玉
紗』
の
項
に
は、
大
谷
大
学、
高
野
山三
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宝
院（
寛
文
五
年
写）、
高
野
山
真
別
所（
元
禄
九
年
写）
に
所
蔵
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
が、
国
文
学
研
究
資
料
館
に
よ
る
善
通

寺
（
香
川
県）
調
査
に
お
い
て
も、
所
蔵
を
確
認
で
き
ま
し
た。
ま
た

長
野
県
諏
訪
市
に
あ
り
ま
す
仏
法
紹
隆
寺
に
も、
近
世
の
写
本
で、
そ

れ
も
薬
王
寺
で
写
さ
れ
た
奥
書
を
持つ
本
が
存
在い
た
し
ま
す。
今
後

も
各
地
で
存
在
が
確
認
さ
れ
る
可
能
性
は
非
常
に
高
い
と
思
わ
れ
ま

す。
岩
城
と
い
う
地
場
の
も
と
に
集
積
さ
れ
て
いっ
た
真
言
宗
の
知
識

が、
『
糸
玉
紗』
と
い
う
形
で
結
実
し、
各
地へ
と
伝
播
し
て
いっ
た、

と
い
うこ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す。

ち
な
み
に、
【
資
料
4】
の
表
を
見
ま
す
と、
純
稀
は
『
糸
玉
紗』
を

書い
た
五
ヶ
月
後
の
元
亀二
年
六
月
に、
莞
雅
か
ら
無
量
寿
院
流
（
松

橋
流）
の
伝
授
を
受
け、
さ
ら
に
そ
の
六
年
後、
天
正
五
年に
も
再
び

伝
授
を
受
け
る
な
ど、
『
糸
玉
紗』
を
書
い
た
後
も
学
問
修
養
に
励
ん
で

い
た
よ
う
で
す。
特
に
天
正
五
年
の
伝
授
は、
純
瑞
の
格
別
の
願
い
に

よ
り
出
か
け
た
と、
尭
雅
が
記
し
て
い
ま
す。

純
稔
の
後
も、
薬
王
寺
に
は、
後
に
京
都
智
積
院
の
二
世
と
な
り
ま

す
祐
宜
が
入
寺
す
る
な
ど
し
て
お
り、
岩
城
の
真
言
宗
寺
院
は、
当
時

の
「
は
や
り」
と
さ
れ
た
知
識
を
集
積
し
続
け
て
い
た
と
い
うこ
と
に

な
り
ま
す。
岩
城
地
方
に
お
け
る
浄
土
宗
寺
院
や
真
言
宗
寺
院
の
調
査

か
ら
は、
当
時の
知
識
を
集
積
し
続
け、
繁
栄
を
誇っ
た
仏
教
国
岩
城

の
姿、か
浮
か
び
あ
がっ
て
く
る
の
で
す。

さ
ら
に、
と
い
うこ
と
に
な
り
ま
す
が、
〔
資
料6】
を
ご
覧
く
だ
さ

い。
実
は、
知
識
を
集
積
し
続
け
て
い
た
の
は、
浄
土
宗
と
真
言
宗
だ

け
で
は
な
かっ
た
よ
う
で
す。
比
叡
山
叡
山
文
庫
真
如
蔵
に
所
蔵
さ
れ

る
『
教
誠
儀
紗
物』
と
い
う
真
言
律
宗
の
書
物
の
奥
書
に
は、
元
亀
四

年
（一
五
七
三）
で
す
か
ら、
先
ほ
ど
お
話し
ま
し
た
純
稔
が
『
糸
玉

紗』
を
書
い
た
の
と
同
じ
頃
に
な
り
ま
す
が、
岩
城
国
の
長
福
寺
に、

宇
都
宮
本
勝
寺
の
祐
順
房
な
る
僧
侶
が
遠
路
は
る
ば
る
訪
れ
て、
書
写

し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す。
長
福
寺
は、
岩
城
地
方
に
お
け
る
真

言
律
宗
の
中心
寺
院
で
あっ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す。
現
在、
典
籍
類

は
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
す
の
で、
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
わ

か
ら
な
い
の
で
す
が、
浄
土
宗、
真
言
宗
と
と
も
に、
真
言
律
宗
に
お

い
て
も、
知
識
の
集
積、か
さ
れ
て
お
り、
長
福
寺
は
東
北
地
方
の一
大

拠
点
と
し
て、
多
く
の
僧
侶
を
集
め
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ

れ
ま
す。

｛
資
料
6｝
叡
山
文
庫
真
如
蔵
『
教
誠
儀
抄
物』
奥
書
（
元
亀
四
年）

元
亀
四
年
（一
五
七
三）概
五
月
二
十
八
日
奥
州
岩
城
悶
小
川
於

長
福
寺
書
写
之
／
雛
悪
筆
以
当
用
問
書
之。
後
見
之
方一
返
可
願

廻
向
者
也
／
下
野
宇
都
宮
本
勝
律
寺
祐
順
房一市戸

中
世
に
お
い
て、
岩
城
の
各
宗
派の
寺
院
が
こ
れ
だ
け
の
知
識
を
蓄

え、
繁
栄
し
て
い
く
背
景
に
は、
戦
国
大
名
岩
城
氏
の
存
在
が
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
が、
こ
の
点
に
つ
い
て
は、
現
在
の
と
こ
ろ
資
料
等
の
積
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み
重
ね
が
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
の
で、
可
能
性
を
提
言
す
る
だ
け
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す。

4
・
地
域
聞
の
交
流
1
1

諏
訪
か
ら
岩
城
ヘ
｜

中
世
に
お
い
て、
東
北
岩
城
の
地へ
と
知
識
が
集
積
さ
れ
て
いっ
た

こ
と
は、
今
お
話し
た
と
お
り
で
す
が、
そ
れ
で
は、
ど
ん
な
ル
l
ト

で
岩
城へ
と
知
識
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
か
と
考
え
ま
す
と、
先
ほ
ど

【
資
料
4】
で
見
ま
し
た、
俊
聡、
完
雅
が
東
国
を
巡
業
し
た
ル
l
ト
が

重
要で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す。

〔
資
料
4〕
の
表
の
内、
執
行
寺
院
の
項
目
を
ご
覧
く
だ
さ
い。
最
初

に
あ
げ
ま
し
た
仏
法
紹
隆
寺
は、
長
野
県
諏
訪
市
に
あ
り
ま
す。
次
に

あ
げ
ま
し
た
能
延
寺
は、
栃
木
県
宇
都
宮
市
の
北、
氏
家
の
地
に
あ
り

ま
し
た。
そ
し
て
薬
王
寺
で
す。
少
な
く
と
も、
真
言
宗
に
お
け
る
知

識
は、
東
山
道
を
抜
け、
宇
都
宮
を
通
り、
白
河
を
経
て
岩
城ヘ、
と

い
う
ル
l
ト
が
存
在
し
た
よ
う
で
す。

こ
の
ル
1
ト
の
上
で
起
き
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が、
調
査
を
進
め

て
い
く
う
ち
に、
岩
城
と
長
野
県
の諏
訪
の
結
び
つ
き
に
思
い
あ
た
り

ま
し
た。

【
資
料7】
を
ご
覧
く
だ
さ
い。
岩
城
宝
衆
院
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
縁

起
に
よ
り
ま
す
と、
一
五
0
0
年
代
後
半
の
こ
と、
宝
衆
院
の
住
職
に

資料
学1441111414学問注釈さ文庫やめぐって

宥
性
と
い
う
学
僧
が
い
ま
し
た。
こ
の
人
は、
大
和
国
の
生
ま
れ
で、

初
め
は
天
台
宗
の
僧
侶
で
す
が、
後
に
西
大
寺へ
赴
き、
叡
尊
の
著
書

を
見
て
密
教
の
道ヘ
進
み、
諸
国
を
遍
歴
し
ま
す。
宝
衆
院へ
来
る
前

は、
諏
訪
の
神
宮
寺
に
住
し
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す。

【
資
料
7｝
『
宝
衆
院
縁
起
並
代
々
略
記』
「
宥
性」

鏡（
宥
鏡）れな印刷一旬一
宥性一一。
々ハ
和
州ノ
人、
見－ブ
霜
露ノ忽ニ消一プ

自ラ
出
家ス。
初メ
帰
JJ
天
台一一。
学
ブ
教ヲ
叡
山一一。
而シテ
謂ク、

「
教ハ
只
々
教
也。
不け
如同
就に
行一一
也」。
還－フ
南
都一一
勤一一
毘
尼

ヲ
於
西
大一一。
泊テ
関スルニ
二
菩
薩ノ
之四
遺
書7、
深ク
入JJ
真一一一一口一一

亦
謂ク
沙
門
以－フ
雲
水ヲ一
称ス。
当
支
不
住ヲ
為川
行一「。
古
聖

ノ
カ
瀞スル
三
国
如一一
比
隣づ。
寧ロ
絶
繋シテ
倹Wャ
臼ノ
傾一プ
乎。
遍

歴シテ
不レ
綴一一。
寓
ラ

伺州謝謝パ械割剖可制樹制鋼刻。

梢々
得サ一リ
好
相寸。
下－プ
当
国一一
課、
受一一
葉
ヲ
於
鏡…一。
縄
錐
不レ

ム忠、
薪
汲
惟レ
勤ム。
鏡
有
刊記
弔ノ
之
歎一
失。
余
力
旦ッ
属同
文

墨
書
慕ゴ
古
風一プ。
就レ
中
細
真
佳也。
嘗一ア
界一一
書ス
融
師ノ
之二
十

四
重三
重以ル一一
之朱ニ
書ス
深義す。
以テ
為一一
寺鎮一〔8〕。

岩
城
地
方
に
は、
と
に
か
く
諏
訪
神
社
が
多
く、
各
地
区
に一
社
と

いっ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん。
ま
た、
『
諏
訪
の
本
地』
や
諏
訪
神

社
に
ま
つ
わ
る
秘
伝
書
も
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す［9］。
い
わ
き
の
地

に
諏
訪
の
影
響
を
見
る
こ
と
は、
さ
ほ
ど
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
の
で

す。
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5
・
地
域
聞
の
交
流
2
｜

岩
城
か
ら
諏
訪
ヘ
｜

一
方、
諏
訪
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
か。
【
資
料
8】
は、
天
文
九
年、

岩
城
薬
王
寺
の
六
世
で
あ
る
深
聡
か
ら
宥
尊
と
い
う
僧ヘ
授
与
さ
れ
た

印
信
で
す。
こ
の
資
料
は
現
在、
諏
訪
市
の
仏
法
紹
隆
寺
に
所
蔵
さ
れ

て
お
り、
宥
尊
が
岩
城
か
ら
仏
法
紹
隆
寺へ
と
移っ
て
き
た
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す。

【
資
料
8】
仏
法
紹
隆
寺
蔵
吋
深
稔
両
部
印
可
許
可』
奥
書

右
於
奥
州
諸
城
薬
王
寺
道
場
両
部
密
印
奉
授
也
／
天
文
九
年
庚
子

（一
五
回
O）
霜
月
六
日
／
伝
授
大
阿
閣
梨
権
大
僧
都
法
印
深
聡

た
び
た
び
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が、
今一
度【
資
料
4】
に
戻っ
て

く
だ
さ
い。
【
資
料
4】
で、
永
禄三
年の
と
こ
ろ、
仏
法
紹
隆
寺
で
尭

雅
が
印
可を
授
与
し
た
際の
受
者
の
中に、
宥
尊の
名
が
見
え
ま
す。

続い
て
【
資
料
9〕
を
ご
覧
く
だ
さ
い。
【
資
料
9〕
も
【
資
料
8】

と
同
様
に、
天
文
九
年
に
深
聡
か
ら
宥
誉
と
い
う
僧へ
授
与
さ
れ
た
印

信
で
す。

｛
資
料
9】
仏
法
紹
隆
寺
蔵
『
深
稔
印
可』
奥
書

右
於
奥
州
岩
城
薬
王
寺
道
場
両
部
密
印
奉
授
也
／
天
文
九
年
庚
子

霜
月
六
日
／
伝
授
大
阿
関
梨
権
大
僧
都
法
印
深
織

先
ほ
ど
も
申
し
ま
し
た
よ
う
に、
諏
訪
の
仏
法
紹
隆
寺
に
は、
近
世

の
も
の
で
す
が、
岩
城
の
八
茎
山
で
書
写
さ
れ
た
『
糸
玉
紗』
も
確
認

で
き
ま
す。
近
世
に
至っ
て
も、
岩
城
か
ら
諏
訪へ
と
移
り
住
ん
だ
僧

侶
が
い
た
と
い
うこ
と
に
な
り
ま
す。
後
ほ
ど
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
が、
諏
訪
の
仏
法
紹
隆
寺
も
岩
城
の
薬
王
寺
と
同
様
に
地
域
の

真
言
宗
寺
院
の
拠
点、だっ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す。
調
査
に
よっ
て
浮
か

び
上
がっ
て
く
る
岩
城
の
寺
院
と
諏
訪
の
寺
院
の
結
び
つ
き
は、
寺
院

聞
の
知
識
の
交
流
を
示
し
て
い
ま
す
が、
さ
ら
に
言
え
ば、
た
と
え
ば

諏
訪
信
仰
の
岩
城へ
の
定
着
と
いっ
た
局
面
に
ま
で
発
展
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か。
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6
・
知
識
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
醸
成

ー
仏
法
紹
隆
寺
聖
教
調
査
か
ら
l

い
わ
き
明
星
大
学
に
赴
任
し
ま
し
て、
い
わ
き
の
寺
院
調
査
を
進
め

る
う
ち
に、
徐
々
に
諏
訪
と
の
関
わ
り
が
気
に
な
り
だ
し
て
い
た
と
こ

ろ、
ま
た
「
縁
が
あ
り
ま
し
て」
と
い
う
し
か
な
い
の
で
す
が、
信
州

大
学
に
赴
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た。
早
速、
仏
法
紹
隆
寺へ
お
邪

魔
し
て
お
願
い
を
し、
調
査
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
お
許
し
を
い
た
だ
き

ま
し
た。

仏
法
紹
隆
寺
（
諏
訪
市
四
賀
桑
原）
は、
寺
伝
で
は
坂
上
田
村
麻
日

開
基、
空
海
開
山
と
さ
れ
る
古
利
で
す。
中
世
以
降、
諏
訪
地
方
に
お



け
る
真
言
宗の
濯
頂
道
場・
談
義
所で
あ
り、
江
戸
時
代に
は
諏
訪
高

島
藩
の
祈
祷
寺
で
し
た。
所
蔵さ
れ
る
典
籍
は、
早
く
に
櫛
田
良
洪
氏

や
清
水
宥
聖
氏な
ど
に
よっ
て
注
目さ
れ、
一
部の
典
籍
が
紹
介さ
れ

て
い
ま
す［叩］。

調
査
は、
二
O
O三
年
か
ら
始
め
ま
し
た。
門
屋
温
氏、
信
州
大
学

の
学
生
た
ち
と
と
も
に
行っ
て
い
ま
す。
現
在の
と
こ
ろ、
約
八
0
0

点の
書
誌
カ
l
ドを
取
り
終
え
た
と
こ
ろ
で
す［
目。
調
査
は
ま
だ
始

まっ
た
ば
か
り
で
す
の
で、
現
時
点
で
わ
かっ
て
い
る
範
囲
で
の
報
告

と
い
うこ
と
に
な
り
ま
す
が、
仏
法
紹
隆
寺
の
聖
教
は、
永正
年
問、

一
五
0
0
年
代
初
頭の
書
写
本
群
を
土
台
に
し
て
構
築さ
れ
て
い
ま
す

［
2。
そ
の
立
役
者
は
俊
円
と
い
う
僧
侶
で
す。
俊
円
は、
現
在
確
認

で
き
る
仏
法
紹
隆
寺
の
ご
く
初
期の
住
持
で
し
て、
天
文二
年
（一
五

三
三）
に
は、
仏
法
紹
隆
寺
に
お
い
て
醍
醐
寺
俊
聡
か
ら
無
量
寿
院
流

（
松
橋
流）
の
伝
受を
受け
て
い
ま
す。
こ
の
こ
と
は【
資
料4】
の
表

の
最
初
に
も
あ
げ
て
お
き
ま
し
た。
仏
法
紹
隆
寺
に
お
い
て、
醍
醐
寺

俊
聡が
俊
円に
印
可を
与え
て
い
る
の
で、
俊
円の
学
問
も
醍
醐
寺の

俊
聡
に
よ
る
の
だ
と、
普
通
は
考え
そ
う
で
す
が、
俊
円の
書
写
本
を

調
査
す
ると、
面
白い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た。
仏
法
紹
隆
寺
の
住
持

で
あ
る
俊
円の
書
写
本
は、
醍
醐
寺の
俊
聡か
ら
印
可を
受
け
る
以
前

に、
下
野
国
氏
家の
能
延
寺の
住
持
で
あ
る
俊
尊か
ら
伝
受を
受
け、

書
写
し
た
も
の
が
大
半
を
占
め
て
い
る
の
で
す。
能
延
寺は、
俊
聡
や

資料学
lis－－学問注釈さ文庫をめぐって

尭
雅
が
無
量
寿
院
流
（
松
橋
流）
の
印
可
授
与の
法
会
を
執
行し
た
寺

院で
も
あ
る
の
で
す
が、
仏
法
紹
隆
寺の
俊
円、か
能
延
寺で
伝
受を
受

け、
書
写
活
動を
行っ
た
の
は、
醍
醐
寺
俊
聡が、
能
延
寺
で
無
量
寿

院
流の
印
可
を
授
与
す
る
よ
り
も
前
の
こ
と
な
の
で
す。
【
資
料
日】

は、
仏
法
紹
隆
寺
所
蔵の
『
秘
抄』
巻
八
の
奥
書
で
す。
俊
聡が
能
延

寺
で
無
量
寿
院の
印
可
を
授
与
す
る
よ
り
も二
十
年
近
く
前の
永
正
十

二
年
の
段
階
で、
能
延
寺
に
お
い
て
俊
円
が
伝
受を
受
け
た
こ
と
が
記

さ
れ
てい
ま
す。
つ
ま
り、
醍
醐
寺
の
法
流
で
は
あ
る
が、
そ
の
学
問

を
醍
醐
寺
で
受け
る
の
で
は
な
く、
あ
くま
で
も
下
野
国
と
い
う
東
国

の
地
で
受け
て
い
る
の
で
す。

【
資
料
ね｝
『
秘
紗』
巻
八
奥
書

御
本
記
之
／
建
久
九
年
（一
二
九
八）
十一
月
十
五
日
奉
伝
授
遍

智
院
／
律
師
御一房
記
範
賢
／
成
賢
／
建
保
四
年
七
月
十二
日
伝
得

此
書
了
／
同
九
月
十
日
奉
伝
受
僧
正
御一房
了
／
沙
門
憲
深
〔
生
年

二
十
五〕
／
正
嘉
元
年
十一
月
十二
日
於
報
恩
院
／
以
上
件
御
本

書
写
之
畢
／
金
剛
仏
子
俊
誉（
生二
十二〕
／
同二
年
八
月
八
日
於

報
恩
院
奉
受
子
僧
正
御一房
了
／
沙
門
俊
｜〔
生
年二
十三〕
／
永
仁

元
年
十一
月
十三
日
以
御
本
書
写
之
了
／
同二
年
五
月二
十
三
日

奉
伝
授
子
師
主
法
印
御一房
了
／
権
律
師
義
俊
／

引
悩濁η同ヨ制四則ゴ回開伺
制コM明
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於ム隠τ同州｛－一t円
さ
て
仏
法
紹
隆
寺
住
持
の
俊
円
は、
醍
醐
寺
無
量
寿
院
俊
聡
の
法
流

を、
醍
醐
寺
で
は
な
く、
下
野
国
能
延
寺
で
学
び
ま
す
が、
同
様
の
こ

と
は
他
の
仏
法
紹
隆
寺
の
住
持
に
つ
い
て
も
確
認
で
き
ま
す。

尊
朝
は、
仏
法
紹
隆
寺
の
戦
国
時
代の
住
持
で
す。
元
亀
元
年
（一

五
七
O）
に
は、
信
濃
国
佐
久
の
長
命
寺
に
お
い
て、
次
に
天
正
三
年

（一
五
七
五）
に
は
仏
法
紹
隆
寺
に
お
い
て、
醍
醐
寺
の
莞
雅
か
ら
伝
授

を
受
け
て
い
ま
す。
さ
ら
に
天
正
十
六
年
に
は
直
接
醍
醐
寺
に
上
り、

三
度
尭
雅
か
ら
伝
授
を
受
け
て
い
ま
す。
し
か
し、
そ
の
他
の
多
く
の

学
問
は、
や
は
り
下
野
国
の
寺
院
で
受
け
て
い
る
の
で
す。

【
資
料日】
を
ご
覧
く
だ
さ
い。
こ
れ
は
尊
朝
が
下
野
国
密
奥
寺
で
伝

授
を
受
け
た
時
の
印
信
で
す。
伝
授
阿
閣
梨
で
あっ
た
尊
済
は、
能
延

寺
で
学
ん
だ
僧
侶
で
し
た［日］。

｛
資
料
刊｝
『
尊
済
印
可』
天
文
十
四
年
（一
五
四
五）

右
於
野
州
国
原
郷
密
奥
寺
道
場
授
両
部
濯
頂
畢
／
天
文
十
四
年

〔歳次
乙己〕
／
伝授
大
阿
閣梨権少僧
都
大
和
尚
位
尊済

【
資
料ロ】
の
『
御
遺
告』
の
奥
書
に
は、
下
野
能
延
寺
の
俊
尊の
名

が
見
え
ま
す。
つ
ま
り
能
延
寺
俊
尊
の
法
脈
の
も
と
に、
尊
朝
も
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す。

｛
資
料
包】
吋
御
遺
告』
天
文
二
十三
年
（一
五
五
回）

応
永二
十二
年
（一
四一
五）
乙
未二
月二
十
八
日
日
於
上
醍
榔

慈
心
続
禅
室
以
光
明
心
院
法
印
大
和
尚
弘
鍵
御
秘
〔
弘
済
自
筆〕

御令
書写了
／俊海
／応
永
三
十二
年
乙
未
九月二
日法印俊
禅

／
文
明
三
年〔
辛
卯〕
（一
四七一）
十
月二
十
六
日
従
遍
照
寺
俊

宗
伝
之
宝
寿
寺
住
金
／
資
長
賢
／
文
明
十
三
年
〔
辛
丑〕
三
月二

十一
日
書
之
同
寺
住
金
剛
仏
子
俊
尊
／
永
正
元
年〔
乙
丑〕（一
五

O
四）
四
月
四
白
書
之
同
寺
住
尊
祐
／
永
正
十一
年
〔
乙
亥〕
七

月
十一
日
書
之
詮
尊
／
天
分
二
十
年
〔
辛
亥〕
五
月二
十一
日室田

之
尊
順
／
天
文二
十
三
年
〔
甲
寅〕
八
月二
十二
日
尊
朝

諏
訪
の
仏
法
紹
隆
寺
は、
内
陸
地
方
に
位
置
し
ま
す
が、
仏
法
紹
隆

寺
の
住
持
で
あっ
た
俊
円
や
尊
朝
は、
自
ら
の
学
問
を、
中
央
の
京
都

で
は
な
く、
もっ
ぱ
ら
地
方
の
下
野
国
の
寺
院
で
身
に
つ
け
て
い
ま

す。
こ
の
こ
と
は、
す
で
に一
五
0
0
年
代に
は、
下
野
国
の
談
義
所

で
あ
る
寺
院
に、
真
言
宗
の
拠
点
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す

る
の
で
し
ょ
う。
能
延
寺
で
学
問
修
養
し
た
俊
円
は、
諏
訪
仏
法
紹
隆

寺
の
住
持
と
なっ
て
か
ら、
醍
醐
寺
の
俊
聡
を
迎
え
ま
す。
こ
の
頃
か

ら、
仏
法
紹
隆
寺
は
諏
訪
地
方
に
お
け
る
真
言
宗
の
有
力
寺
院
と
し
て

発
展
し
て
いっ
た
と
考
え
て
お
り
ま
す。
ち
ょ
う
ど
同じ
頃、
遠
く
岩

城
の
地
で
も、
薬
王
寺
を
中心
に
真
言
宗
の
教
学
が
盛
り
上
が
り
を
見

せ
始
め
て
い
ま
し
た。
次
第
に
諏
訪、
下
野、
岩
城
を
つ
な
ぐ
知
の

ネッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
り、
醍
醐
寺
の
俊
聡
や
尭
雅

の
東
国
来
訪
に
よっ
て、
さ
ら
に
強
固
な
も
の
と
なっ
て
いっ
た
の
で
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は
な
い
か、
と
い
うこ
と
が
現
在の
仏
法
紹
隆
寺
の
聖
教
調
査
か
ら
推

測
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す。

強
調
し
て
お
き
た
い
こ
と
は、
こ
の
知
の
ネッ
ト
ワ
ー
ク
が、
中
央

か
ら
地
方へ
の一
方
的
な
、も
の
で
は
な
い
と
い
うこ
と
で
す。
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
求
心
力
を
持
ち、
ま
た、
新
た
な
知
識
が
中

央
か
ら
地
方へ
で
は
な
く、
地
方
か
ら
中
央へ
と
往
還
し
た
り
す
る、

そ
う
い
う
も
の
で
あっ
た
と
考
え
ら
れ
る
と
い
うこ
と
な
の
で
す。

7 

． 

資
よ 料
語 調

官 査
論研
文 密
室 互
と 文

笠 庫
テ の
「 プ

ロアユ
ス

こ
こ
ま
で
の
と
こ
ろ
で、
地
域
資
料
の
可
能
性
と
で
も
い
うべ
き
点

に
つ
い
て
述べ
て
き
ま
し
た。
こ
こ
で
角
度
を
変
え
ま
し
て、
地
域
資

料
の
調
査
の
課
題
に
つ
い
て
目
を
向
け
た
い
と
思
い
ま
す。
資
料
調
査

の
目
的
に、
目
録
の
作
成
や
論
文
の
執
筆
が
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な

い
こ
と
で
す。
目
録
に
よっ
て
文
化
財
指
定
の
可
能
性
が
出
て
き
ま
す

し、
論
文
の
執
筆
に
よっ
て
資
料
の
価
値
が
広
く
世
に
知
ら
れ
る
きっ

か
け
と
も
な
り
ま
す。
し
か
し、
実
際
に
地
域
の
寺
院
の
調
査
を
行っ

て
い
て
実
感
す
る
の
は、
資
料
の
保
存・
管
理
に
つ
い
て
も
積
極
的
に

関
わ
る
必
要に
迫
ら
れ
る
こ
と
で
す。

【
資
料
日】
【
資
料
日】
【
資
料
日】
は、
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
院
に
つ
い

資料学
l学開設釈さ文庫をめぐって

て、
私
が
今
ま
で
行っ
て
き
た
活
動
を
列
挙
し
て
み
ま
し
た。
資
料
の

保
存
の
た
め
に
は、
収
蔵
す
る
箱
の
制
作
や
修
補、か
ど
う
し
て
も
必
要

と
な
り
ま
す
が、
い
ず
れ
の
寺
院
の
場
合
も、
金
銭
的
な
面
で
行
き
詰

まっ
て
し
ま
い
ま
す。
そ
の
問
題
を
解
決
し、
後
々
ま
で
よ
い
形
で
資

料
を
残
し
て
ゆ
く
た
め
に
は、
檀
家
の
方々
の
理
解、
さ
ら
に
は
地
域

の
理
解
が
必
要
と
な
り
ま
す。

｛
資
料
治】

知
来
寺

①
目
録
作
成、

論
文
執
筆

②
収
蔵
箱
制
作
の
相
談

③
修
補
の
相
談

④
檀
家
の
関
心
を
促
す

施
餓
鬼
会
（
八
月
十
七
日）、

関
山
忌
（
十
二
月
十
三
日）

で
の

お
話

⑤
地
域
の
関
心
を
促
す

大
学
公
開
講
座
（
二
O
O
一

年）、

中
学
校
総
合
学
習
の
講
師

（
い
わ
き
市
立
藤
間
中
学
校
二
O
O
四
年
九
月）、

公
民
館
で
の

講
演
（
夏
井
公
民
館

二
O
O
四
年
十
月）

⑥
如
来
寺
展
（一
一
O
O
一

年
十
月
二
十
七
・
二
十
八
日

い
わ
き

明
星
大
学
祭）
［
時］

⑦
松
峯
文
庫
設
立
〈
二
O
O
一

年
十
二
月
十
五
日）
［
官〕

⑧
い
わ
き
市
指
定
文
化
財
追
加
指
定
（
二
O
O一
二
年
四
月
二
十
五
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日）
に
よ
り、
ほ
ぼ
全て
の
聖
教
が
指
定
と
な
る。
｛時〕

【
資
料
”と
宝
衆
院

①
寺
誌
作
成、
論
文
執
筆

②
収
蔵
箱
制
作の
相
談

③
修
補の
相
談

④
檀
家の
関
心を
促
す

大
般
若
会
（一
月
最
終
日
耀
日）
で
の
お
話
予〕

⑤
地
域の
関
心
を
促
す

い
わ
き
市
市
民
講
座
講
師
（二
O
O三
年三
月）

⑥い
わ
き
市
指
定
文
化
財
申
請
準
備

【
資
料宿】
仏
法
紹
隆
寺

①
寺
誌
作
成、
論
文
執
筆

②
収
蔵
箱
制
作の
相
談

③
修
補の
相
談

④
檀
家の
関
心を
促
す

仏
法
紹
隆
寺
研
究
会
講
師
（
二
O
O
三
年
十
月）

⑤
地
域の
関
心を
促
す

大
学
公
開
講
座（二
O
O三
年一
月）、
諏
訪
市
公
民
館
講
座
講

師（二
O
O
四
年
九
月）、
ラ
ジ
オ
番
組
講
師（二
O
O
四
年二

月、
二
O
O
五
年二
月）

例え
ば
如
来
寺
で
は、
施
餓
鬼
会
や
開
山
忌
の
時
に、
資
料
に
つ
い

て
お
話を
さ
せ
て
い
た
だい
て
き
ま
し
た（
④）。
宝
衆
院で
も、
大
般

若
会の
後に
お
話
をさ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す（
④）。
仏
法
紹
隆
寺

で
も一
年に一
回
で
す
が、
研
究
会
の
形
で
お
話
をさ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
（
④）。
お
寺
は、
住
職
の
意
志ば
か
り
で
動
く
の
で
は
な

く、
檀
家
に
よっ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
の
で、
檀
家の
方々
に
理
解し

て
い
た
だ
くこ
と
が
と
て
も
重
要
に
な
る
の
で
す。

ま
た、
檀
家の
方々
だ
け
で
は
な
く
地
域の
方た
ち
に
も
寺
院
の
資

料
を、
地
域の
貴
重
な
歴
史
と
し
て
理
解し
て
い
た
だ
き、
檀
家の
方

た
ち
と
と
も
に
守っ
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す。
如
来
寺
で
は

⑤・
⑥、
宝
衆
院、
仏
法
紹
隆
寺
で
は
⑤
に
な
り
ま
す
が、
こ
れ
ま
で、

公
開
講
座、
中
学
校
の
総
合
学
習、
公
民
館
で
の
講
師
や
ラ
ジ
オ
番
組

な
ど
を
通
し
て
広
くお
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た。
中
学
校
の
総

合
学
習
で
の
講
師
は、
将
来
の
理
解
者・
協
力
者、
あ
わ
よ
くば
後
継

者を
育
む、
い
わば
「
種
を
ま
く」
た
め
に
行い
ま
し
た。
新
聞
社
の

記
者
の
方
々
に
も
趣
旨を
説
明し、
協
力
を
要
請
し
ま
し
た。
幸い
な

こ
と
に、
如
来
寺
で
は、
二
O
O
三
年
四
月二
十
五
日
に、
蔵
書の
ほ

ぼ
全
て
が
市
の
指
定
文
化
財
と
な
り
ま
し
た（
⑧）。
現
在、
続い
て
宝

衆
院の
蔵
書
も
文
化
財
指
定
申
請
の
た
め
の
準
備を
し
て
お
り
ま
す。

こ
の
よ
うに、
も
と
も
と
は、
資
料の
保
存・
管
理
の
た
め
に
と
行っ

て
き
た
活
動
で
は
あ
り
ま
す
が、
理
解を
得
る
た
め
に
と
地
域
に
向
け

て
情
報を
発
信
し
てい
く
中
で、
そ
れ
ぞ
れ
の
蔵
書、
聖
教
自
体
の
持
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つ
歴
史
自
体
が、
地
域ア
イ
デ
ン
ティ
ティ
ー
を
支
え
る
有
効
な
手
段

で
あ
る
と
い
う
思
い
を、
今
は
強
く
持つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た。
岩
城

や
諏
訪
で、
そ
れ
ぞ
れ
の
求
心
力
の
も
と
で
構
築
さ
れ
て
い
っ
た
蔵

書、
す
な
わ
ち
知
識
の
体
系
は、
中
央に
隷
属
す
る
、も
の
で
は
な
く、

地
域
の
価
値そ
の
、も
の
で
あ
る
と
い
うこ
と
で
す。
い
ま
だ
調
査
は
継

続
中で、
今
日
の
発
表
は
中
間
報
告の
よ
う
な
、も
の
で
す
の
で、
残
念

な
が
ら
今
の
と
こ
ろ、
知
識
の
体
系
の
具
体
的
な
姿
は、
現
時
点
で「こ

の
よ
う
な
も
の
で
す」
と
明
確
に
お
話
は
で
き
ま
せ
ん
が、
徐
々
に
明

ら
か
に
し
て
い
け
れ
ば
と
思っ
て
お
り
ま
す。

8
・
お
わ
り
に

地
域
の
大
学に
勤
め
て
お
り
ま
す
と、
地
域
貢
献
と
い
うこ
と
が
と

て
も
重
要な
問
題
と
さ
れ
ま
す。
信
州
大
学
で
は、
人
文
学
部
内
に
地

域
連
携セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ、
学
部
に
よ
る
地
域
貢
献
の
具
体
的
な

形
と
し
て、
長
野
県
下の
資
料
調
査
が
日
本
史・
日
本
文
学
の
教
員
を

中心
に
行
わ
れ
て
い
ま
す。
現
在、
仏
法
紹
隆
寺
の
調
査
も
そ
の一
つ

と
し
て
組
み
入
れ
ら
れ
ま
し
た。

逆
に
考
え
ま
す
と、
資
料
学
の
可
能
性
の一
つ
は、
こ
う
し
た
地
域

貢
献
に
あ
る
と
も
言
え
ま
す。
地
域
の
時
代
と
呼
ば
れ
る
現
在、
各
地

の
資
料
調
査・
研
究
に
よ
り、
地
域
の
ア
イ
デ
ン
ティ
ティ
ー
の
確
立

資料学
li学問注釈
兵庫やめぐって

に
寄
与
し
て
い
く
こ
と
こ
そ、
資
料
学
の
未
来
を
切
り
開
い
て
い
く
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か。
以
上、
地
域
寺
院
の
調
査
を
通
じ
て
考
え

た、
地
域
の
資
料
学
の
可
能
性
と
課
題
を
述べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た。こ
れ
で、
発
表
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す。
ご
批
正
を
賜
れ
ば

幸
い
に
存
じ
ま
す。

1
『
知
来
寺
史』
（
如
来
寺
一
九
九
六
年
九
月）

2
佐
藤
孝
徳（い
わ
き
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員）、
小
野一
雄（
い

わ
き
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員）、
斉
藤
理
子（
自
由
の
森
学
園）、

鈴
木
陽（
い
わ
き
明
星
大
学
大
学
院
卒
業
生）、
酒
井
英
美
（
い
わ
き

明
星
大
学
大
学
院
卒
業
生）、
鈴
木三
恵
（
東
北
大
学
大
学
院）、
目

黒
将
史（
立
教
大
学
大
学
院）、
島
崎
綾
子（
い
わ
き
明
星
大
学
卒
業

生）、
堀
江
智
人
（
同）、
島
崎
圭
介
（
同）、
袴
塚
瑞
子
（
同）、
藤

田
琴
江
（
同）、
小
野
若
菜
（
同）、
上
村
佳
恵
子
（
同）、
鈴
木
悠

（
同）
他
が
調
査
を
担
当
し
て
い
る。

3
拙
稿
「
如
来
寺
松
峯
文
庫
蔵
『三
語
集』
に
つ
い
て
｜
浄
土
宗
名
越

派
の
説
草
集
l」
（『
説
話
文
学
研
究』
三
七
二
O
O二
年
六
月）、

湯
谷
祐三
「『
私
衆
百
因
縁
集』
と
檀
王
法
林
寺
蔵『
枕
中
書』
に
つ

い
て」
（『
名
古
屋
大
学
国
語
国
文
学」』
八
四
一
九
九
九
年）、
同

「
養
寿
寺
蔵『三
国
伝
記』
に
つ
い
て」
（『
説
話
文
学
研
究』
三
三
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一
九
九
九
年
七
月）

4
佐
藤
三
千
恵
の
報
告
に
よ
る。

5
小
野
美
香の
報
告
に
よ
る。
『
三
語
集』
の
編
者、
良
要
の
甥
に
あ
た

る
袋
中の
著
書、
『
枕
中
書』
に
も、
『
徒
然
草』
が
引
用
さ
れ
る。

6
拙
稿
「
袋
中の
本
箱」
（『
説
話
文
学
研
究』
三
八
二
O
O
三
年
六

月）。
袋
中は、
実
際
に『
三
語
集』
を
自
著
に
引
用
し
て
い
る（『
南

北二
京
霊
地
集』
下・
三
九
「
愛
宕
山」）。
小
峯
和
明
「
怨
霊
か
ら

愛の
亡
者ヘ」
補
注
（『
説
話の
森』
岩
波
現
代
文
庫）

7
藤
井
雅
子
「『
尭
雅
僧
正
関
東
下
向
印
可
授
与
記』」
（『
醍
醐
寺
文
化

財
研
究
所
研
究
紀
要』一
九
二
O
O二
年
十二
月）、
坂
本
正
仁

「
醍
醐
寺
所
蔵
「
授
与
引
付俊聡」、
「
授
与
引
付鮫二空ハ月士
百」
（『
空

海
の
思
想
と
文
化』
二
O
O
四
年一
月）

8
拙
稿
「
宝
衆
院
蔵
『
宝
衆
院
縁
記
代
々
略
記』
紹
介・
翻
刻」
（『
む

ろ
ま
ち』
六
集
二
O
O二
年
三
月）

9
拙
稿「
小
野一
雄
氏
蔵『
諏
訪
明
神二
十
五
箇
条
事』
紹
介
と
翻
刻」

（『
む
ろ
ま
ち』
五
集
二
O
O一
年
三
月）、
鈴
木
三
恵
「
未
公
開

『
信
州
諏
訪
大
明
神
御
本
地
由
来
記』
｜
翻
刻
と
考
察」
（『
日
本
思
想

史
研
究』
三
五
二
O
O
三
年
三
月）

山
櫛
田
良
洪『
専
誉
の
研
究』（
山
喜
房
仏
書
林
一
九
七
六
年
五
月）、

清
水
宥
聖
「
仏
法
寺
本
『
沙
石
集』
に
つ
い
て」
（『
大
正
大
学
大
学

院
研
究
論
集』
二
一
九
七
八
年
二
月）、
小
峯
和
明『『
野
馬
台
詩』

の
謎』
（
岩
波
書
店
二
O
O三
年
十一
月）

日
小
林
崇
仁（
大
正
大
学
総
合
併
教
研
究
所
研
究
員）、
藤
津
美
希（
信

州
大
学
卒
業
生）、
嶋
崎
さ
や
香
（
名
古
屋
大
学
大
学
院
生）、
関
島

広
祥
（
同）、
千
葉
軒
士
（
名
古
屋
大
学
大
学
院
生）、
磯
谷
風
太

（
信
州
大
学
卒
業
生）、
清
水
葵
（
信
州
大
学
学
部
生）、
小
野
美
香

（
同）、
河
内
聡
子
（
同）、
幸
喜
真
帆
（
同）、
小
林
ゆ
か
り
（
同）、

樋
口
は
る
か
（
同）、
城
倉
美
和
子（
同）
他
が
調
査
を
担
当
し
て
い

る。
ロ
拙
稿
「
仏
法
紹
隆
寺
覚
え
書き」
（『
内
陸
文
化
研
究』
三
二
0
0

四
年二
月）

日
「
小
僧
数
年
之
間
尽
求
法
之
誠
幸
随
能
延
寺
法
印
大
和
尚
位
具
支
濯

頂
印
可」
（『
尊
済
印
可』）

日日
産
経
新
聞（
十
／二
十、
十一
／
四）、
河
北
新
報（
十一
／
十
五）、

福
島
民
友
新
聞
（
十一
／
二
十六）
い
わ
き
民
報

日
河
北
新
報
（
十一
／
十
五）、
い
わ
き
民
報
（
十二
／
十
四）、
福
島

民
報
（
十二
／
十
七）

日
い
わ
き
民
報
（
四
／二
十
五）

口
福
島
民
報（二
O
O一
／一
／二
十
六）、
い
わ
き
民
報（二
O
O一

／一
／二
十
八）
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